
●
は
じ
め
に

近
年
、
経
営
の
健
全
化
を
目
的
と
し
て
、
農
業

協
同
組
合
（
以
下
、
農
協
）
の
広
域
合
併
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
大
分
県
も
例
外
で
は
な
く
、
一
九

九
○
年
に
は
県
内
に
五
八
の
総
合
農
協
が
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
合
併
を
繰
り
返
し
、
二
○
○
一

年
に
は
二
三
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
併
せ
ず
単
体

で
活
動
を
続
け
て
い
る
農
協
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、

単
体
農
協
と
し
て
活
動
を
続
け
る
大
山
町
農
協
と

下
郷
農
協
に
焦
点
を
あ
て
、
地
域
振
興
に
お
い
て

単
体
農
協
が
果
た
し
た
役
割
を
概
観
し
、
地
域
振

興
の
中
核
を
担
う
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察

す
る
と
と
も
に
、
農
協
合
併
の
意
義
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
農
協
が
独
自
に
活
動
を
始
め

た
の
は
一
九
六
○
年
代
で
あ
る
。
大
分
県
内
で

「
一
村
一
品
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
た
の
が
一
九
七

九
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
農
協
は

「
一
村
一
品
運
動
」
に
先
駆
け
て
活
動
を
行
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。

●
農
協
の
概
要

具
体
的
に
二
つ
の
農
協
の
活
動
を
紹
介
す
る
前

に
、
ま
ず
農
協
の
概
要
を
説
明
し
た
い
。

農
協
の
活
動
内
容
は
非
常
に
幅
広
く
、
主
な
活

動
と
し
て
は
、
預
金
や
貸
付
と
い
っ
た
銀
行
業
務

に
相
当
す
る
信
用
事
業
や
、
医
療
共
済
や
年
金
共

済
を
扱
う
共
済
事
業
、
農
業
生
産
資
材
等
の
共
同

購
入
、
農
産
物
の
共
同
出
荷
等
が
挙
げ
ら
れ
る

（
参
考
文
献
④
、
二
八
一
〜
二
八
二
ペ
ー
ジ
）。

そ
の
他
に
も
、
農
産
物
加
工
や
旅
行
代
理
な
ど
、

地
域
の
需
要
に
応
じ
て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
減
反
面
積
の
割
当
や
政
府
米

の
集
荷
な
ど
、
行
政
の
下
請
け
的
な
役
割
も
果
た

し
て
い
る
（
参
考
文
献
④
、
二
八
三
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
よ
う
に
農
村
社
会
に
お
い
て
様
々
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
農
協
で
あ
る
が
、
一
九
九
○
年
代

以
降
、
金
融
自
由
化
や
貿
易
自
由
化
の
影
響
に
よ

り
、
そ
の
経
営
の
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
っ
た

（
参
考
文
献
①
、
一
八
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
う
し
た

厳
し
い
状
況
を
受
け
、
一
九
九
一
年
の
第
一
九
回

全
国
農
協
大
会
で
「
自
己
責
任
経
営
で
高
度
な
事

業
機
能
を
担
え
る
広
域
合
併
農
協
」
に
転
換
す
る

改
革
構
想
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
国
的
に
合

併
が
進
め
ら
れ
て
い
く
（
参
考
文
献
③
、
二
ペ
ー

ジ
）。
農
協
合
併
の
利
点
と
し
て
は
、
経
営
資
源

の
再
配
分
に
よ
る
事
業
機
能
の
強
化
や
支
店
の
統

廃
合
、
人
員
削
減
等
に
よ
る
合
理
的
経
営
の
確
立

等
が
あ
る
。
一
方
、
問
題
点
と
し
て
は
、
合
併
に

よ
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
合
併
後
の

農
協
運
営
の
理
念
や
事
業
計
画
の
す
り
合
わ
せ
の

難
航
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
大
分
県
の
農
協
の
概
要

続
い
て
大
分
県
の
農
協
の
概
要
を
説
明
す
る
。

二
○
○
五
年
九
月
一
日
現
在
、
大
分
県
内
に
は
、

二
三
の
総
合
農
協
が
あ
る
。
同
県
で
は
、
一
九
九

○
年
か
ら
農
協
合
併
が
進
め
ら
れ
、
五
三
か
ら
二

三
に
ま
で
統
合
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た

中
で
も
合
併
せ
ず
に
活
動
を
続
け
て
い
る
大
山
町

農
協
と
下
郷
農
協
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
二
つ
の
農
協
以
外
に
も
、
安
心
院
町
農
協
や
湯

布
院
町
農
協
な
ど
計
一
二
農
協
が
現
在
で
も
単
体

農
協
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

●
大
山
町
農
協
の
活
動

次
に
二
つ
の
農
協
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
。
ま

ず
大
山
町
農
協
を
取
り
上
げ
る
。

大
山
町
農
協
は
大
分
県
大
山
町
を
そ
の
管
内
と

す
る
農
協
で
あ
る
。
大
山
町
は
、
一
九
六
九
年
に

農
協
を
中
心
と
し
た
地
域
振
興
─
大
分
県
大
山
町
農
協
と
下
郷
農
協
の
事
例

特集／一村一品運動と開発途上国
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村
か
ら
町
と
な
り
、
二
○
○
五
年
に

は
六
市
町
村
と
合
併
し
日
田
市
と
な

っ
た
が
、
本
稿
で
は
旧
大
山
村
な
ら

び
に
旧
大
山
町
を
大
山
町
と
呼
ぶ
。

大
山
町
農
協
は
、
一
九
四
九
年
に

設
立
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
に
は
矢

幡
治
美
氏
が
四
二
歳
で
組
合
長
に
就

任
し
、
そ
の
後
一
九
八
七
年
ま
で
三

三
年
間
、
同
氏
が
組
合
長
を
務
め
て

い
る
。
ま
た
同
氏
は
一
九
五
五
年
か

ら
七
一
年
ま
で
大
山
村
の
村
長
に
も

就
任
し
た
た
め
、
一
六
年
間
組
合
長

と
村
長
を
兼
任
し
た
こ
と
に
な
る

（
参
考
文
献
⑥
）。
矢
幡
氏
が
組
合

長
と
村
長
を
兼
任
し
た
こ
と
で
、
大

山
町
で
は
行
政
と
農
協
が
一
丸
と
な

っ
て
地
域
振
興
が
推
進
さ
れ
て
い
っ

た
。大

山
町
が
稲
作
か
ら
梅
と
栗
の
栽

培
に
移
行
し
た
の
は
一
九
六
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。

同
町
は
中
山
間
地
域
に
位
置
し
、
各
農
家
の
経
営

耕
地
面
積
は
非
常
に
小
さ
い
。
そ
の
た
め
稲
作
を

続
け
て
も
芳
し
い
所
得
は
得
ら
れ
ず
、
こ
の
状
況

を
打
開
す
る
た
め
に
、
稲
作
か
ら
梅
と
栗
の
栽
培

へ
移
行
す
る
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
。
梅
と
栗
栽
培

へ
の
移
行
は
、
当
時
、
主
食
の
増
産
を
指
導
し
て

い
た
国
の
政
策
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

先
祖
代
々
大
切
に
作
り
上
げ
て
き
た
水
田
を
果
樹

園
に
換
え
る
こ
と
に
対
し
、
年
配
者
か
ら
も
反
対

の
声
が
上
が
っ
た
が
、
農
協
と
行
政
が
一
体
と
な

り
町
民
に
呼
び
か
け
、
一
九
六
一
年
に
町
議
会
の

承
認
を
得
て
、
実
行
に
移
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑥
、

四
四
〜
四
六
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
運
動
は
、
第
一
次

Ｎ
Ｐ
Ｃ
（N

ew
 Prum

 and C
hestnuts

）
運
動
と

呼
ば
れ
、「
梅
栗
植
え
て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
！
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
行
わ
れ
た
。

一
九
六
五
年
に
は
、「
所
得
ば
か
り
で
な
く
、

心
も
豊
か
な
人
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
第
二
次
Ｎ

Ｐ
Ｃ
運
動
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
農
協

は
、
無
利
子
の
旅
行
ロ
ー
ン
を
提
供
し
て
国
内
外

の
研
修
旅
行
を
推
奨
し
た
他
、
無
料
の
カ
ル
チ
ャ

ー
バ
ス
を
運
行
さ
せ
た
。
一
九
六
九
年
に
は
理
想

の
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
第
三
次
Ｎ
Ｐ
Ｃ
運

動
が
行
わ
れ
、
町
内
八
カ
所
に
文
化
施
設
集
積
団

地
が
建
設
さ
れ
た
（
参
考
文
献
⑥
、
一
○
五
〜
一

○
七
、
一
一
○
〜
一
一
二
、
一
二
六
〜
一
三
三
ペ

ー
ジ
）。

こ
こ
で
大
山
町
農
協
の
取
組
み
の
成
果
を
数
値

で
確
認
し
た
い
。
図
１
は
、
大
山
町
の
農
作
物
の

粗
生
産
額
を
表
し
て
い
る
。
一
九
七
○
年
か
ら
二

○
○
○
年
ま
で
伸
び
続
け
て
お
り
、
特
に
一
九
八

○
年
か
ら
九
○
年
に
か
け
て
果
実
の
粗
生
産
額
が

大
き
く
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
梅
・
栗
の
栽
培
が

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
表

１
は
、
全
国
平
均
に
対
す
る
大
分
県
全
域
、
大
山

町
、
耶
馬
溪
町
の
耕
地
一
○
ア
ー
ル
あ
た
り
の
生

産
農
業
所
得
を
、
全
国
平
均
を
一
○
○
と
し
て
表

し
た
も
の
で
あ
る
。
大
山
町
の
生
産
農
業
所
得
は

一
九
七
五
年
か
ら
二
○
○
○
年
に
か
け
て
大
幅
に

上
昇
し
、
現
在
で
は
全
国
平
均
の
一
・
五
倍
以
上

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
人
あ
た
り
の
経
営
耕
地
面

積
が
非
常
に
小
さ
い
と
い
う
悪
条
件
を
克
服
し
た

結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

大
山
町
農
協
は
一
九
九
○
年
に
町
内
に
農
産
物

の
産
地
直
送
販
売
や
加
工
品
販
売
を
行
う
「
木
の

花
ガ
ル
テ
ン
」
を
開
店
さ
せ
た
。
こ
れ
が
大
盛
況

だ
っ
た
た
め
、
一
九
九
三
年
に
は
福
岡
市
の
ス
ー

パ
ー
内
に
も
「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」
を
開
店
さ
せ

た
。
順
調
に
発
展
し
、
全
国
的
に
も
有
名
に
な
っ

て
き
た
大
山
町
だ
が
、
現
在
、
農
協
と
行
政
の
確

執
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
る
。
町
長
選
挙
が
発

端
と
な
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
町
を
二

分
す
る
よ
う
な
対
立
が
続
い
て
い
る
。

●
下
郷
農
協
の
活
動

次
に
下
郷
農
協
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
下
郷
農

協
は
、
大
分
県
耶
馬
溪
町
の
一
部
を
そ
の
管
内
と

す
る
。
一
九
六
五
年
に
下
郷
村
、
津
民
村
、
山
移

村
、
耶
馬
溪
村
、
深
耶
馬
溪
村
が
合
併
し
耶
馬
溪

町
に
な
り
、
二
○
○
五
年
三
月
に
さ
ら
に
合
併
し

中
津
市
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
旧
下
郷
村

な
ら
び
に
旧
耶
馬
溪
町
を
耶
馬
溪
町
と
呼
ぶ
。

耶
馬
溪
町
で
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
行
わ
れ
た

農
地
改
革
で
、
旧
下
郷
村
の
農
地
解
放
の
対
象
の

一
部
が
地
主
層
の
抵
抗
で
解
放
さ
れ
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
旧
小
作
農
が
、
旧
地
主

層
へ
の
抵
抗
運
動
を
強
め
る
た
め
に
結
成
し
た
の

が
下
郷
農
協
で
あ
る
（
参
考
文
献
②
、
二
九
ペ
ー

ジ
）。
一
九
四
八
年
六
月
七
日
に
、
旧
小
作
農
の

零
細
農
民
一
○
六
名
が
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

組
合
長
に
は
二
八
歳
の
奥
登
氏
が
就
任
し
た
が
、

同
氏
は
一
九
九
六
年
に
退
任
す
る
ま
で
、
四
八
年

間
組
合
長
を
務
め
て
い
る
。

大分県 大山町 耶馬渓町
1975 年 91.3 68.5 71.7
1980 年 97.6 72.6 85.7
1985 年 90.1 90.1 76.5
1990 年 93.4 119.8 89.0
1995 年 123.7 181.7 102.2
2000 年 127.0 198.6 124.3
2003 年 111.5 167.9 110.3

表 1�　全国平均に対する耕地 10a あたり
の生産農業所得（全国平均を 100 と
する）� （％）

（出所）『大分農林水産統計年報』各年版。

図１　農作物の粗生産額（大山町）

（出所）『大分農林水産統計年報』各年版。
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下
郷
農
協
に
対
抗
し
、
旧
地
主

層
も
、
同
年
八
月
に
下
郷
第
一
農

協
（
現
在
は
合
併
し
中
津
下
毛
農

協
）
を
結
成
し
て
い
る
。
人
口
わ

ず
か
三
○
○
○
人
ほ
ど
の
小
さ
な

下
郷
村
に
、
相
次
い
で
二
つ
の
農

協
が
設
立
さ
れ
た
（
参
考
文
献
②
、

三
一
ペ
ー
ジ
）。

発
足
当
初
、
下
郷
農
協
の
取
扱

高
で
一
番
多
か
っ
た
の
は
木
炭
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
醤
油
や
味
噌
等

の
加
工
へ
手
を
広
げ
、
一
九
五
○

年
代
半
ば
か
ら
生
産
の
重
点
を
木

炭
か
ら
農
産
物
へ
移
行
し
た
（
参

考
文
献
⑤
、
七
一
ペ
ー
ジ
）。
ま

た
町
内
に
集
団
で
入
植
し
た
若
者

が
酪
農
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
一

九
五
○
年
代
半
ば
以
降
、
下
郷
農

協
が
牛
乳
の
販
売
も
行
っ
た
（
参

考
文
献
②
、
五
四
〜
五
六
ペ
ー
ジ
）。
一
九
六
三

年
に
は
、
県
の
援
助
を
得
ず
に
農
協
が
独
自
に
牛

乳
処
理
施
設
を
建
設
し
、
北
九
州
市
在
住
の
耶
馬

溪
町
出
身
者
に
対
し
、
産
地
直
送
販
売
を
開
始
し

た
（
参
考
文
献
⑤
、
七
二
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
産
地
直
送
販
売
は
次
第
に
購
入
者
が
増
え
、

ま
た
扱
う
商
品
も
牛
乳
だ
け
で
な
く
農
産
物
や
漬

物
、
ベ
ー
コ
ン
と
い
っ
た
加
工
品
に
ま
で
広
げ
て

い
っ
た
。
対
象
地
域
も
徐
々
に
広
げ
、
北
九
州
市

だ
け
で
な
く
、
九
州
全
域
、
四
国
、
大
阪
の
消
費

者
組
合
と
も
提
携
を
進
め
て
い
っ
た
（
参
考
文
献

⑤
、
七
二
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
産
地
直
送
販
売
が
軌

道
に
乗
っ
て
き
た
頃
か
ら
、
下
郷
農
協
で
は
完
全

無
農
薬
の
野
菜
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
（
参
考
文

献
②
、
九
八
〜
九
九
ペ
ー
ジ
）、
現
在
で
は
、
農

家
毎
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
を
農
協
が

支
援
し
て
い
る
。

一
九
八
九
年
に
は
農
協
立
下
郷
診
療
所
を
設
立

す
る
と
い
う
画
期
的
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る

（
参
考
文
献
⑤
、
七
四
ペ
ー
ジ
）。

こ
こ
で
下
郷
農
協
の
取
り
組
み
の
成
果
を
数
値

で
確
認
し
た
い
。
図
2
は
耶
馬
溪
町
の
農
作
物
の

粗
生
産
額
を
表
し
て
い
る
。
耶
馬
溪
町
の
デ
ー
タ

に
は
下
郷
第
一
農
協
の
組
合
員
の
デ
ー
タ
も
含
ま

れ
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
下
郷
農
協
の
数
値
を

確
認
す
べ
き
だ
が
、
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
耶
馬
渓
町
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
耶
馬

溪
町
の
粗
生
産
額
は
、
一
九
七
○
年
か
ら
九
○
年

に
か
け
て
増
大
し
て
お
り
、
特
に
肉
用
牛
と
乳
用

牛
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
（
図
2
）。
耕
地
一
○

ア
ー
ル
あ
た
り
の
生
産
農
業
所
得
は
、
一
九
九
五

年
以
降
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
農
家
あ

た
り
の
経
営
耕
地
面
積
が
小
さ
い
と
い
う
デ
メ
リ

ッ
ト
を
カ
バ
ー
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
表

１
）。下

郷
農
協
の
問
題
点
は
、
近
年
、
販
売
高
の
停

滞
に
よ
り
、
そ
の
経
営
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
中
津
下
毛
農
協
と

の
合
併
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
以
前
、
中

津
下
毛
農
協
と
の
合
併
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
際

に
は
、
総
会
で
合
併
反
対
の
意
見
が
大
多
数
を
占

め
た
。
反
対
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
中
津
下

毛
農
協
の
本
部
は
車
で
約
一
時
間
か
か
る
場
所
に

あ
り
、
合
併
す
る
と
毎
回
そ
こ
に
伺
い
を
立
て
ね

ば
な
ら
ず
、
不
便
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
下
郷
農
協
は
農
家
が
主
体
に
な
っ
て

作
っ
て
き
た
農
協
で
あ
り
、
農
協
の
生
き
残
り
の

た
め
に
、
農
家
の
不
便
に
な
る
よ
う
な
合
併
に
は

反
対
し
た
。
現
在
、
再
び
合
併
の
話
が
持
ち
上
が

っ
て
い
る
が
、
経
営
赤
字
を
出
し
て
い
る
こ
と
が

単
体
農
協
と
し
て
の
生
き
残
り
に
対
し
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
。

●
地
域
振
興
を
担
う
主
体
の
条
件

前
述
の
活
動
を
見
る
限
り
、
二
つ
の
農
協
は
、

地
域
振
興
の
要
と
な
り
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
二
つ
の
農
協

が
地
域
振
興
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
大
き
な

成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

農
協
が
地
域
振
興
を
担
う
主
体
に
な
り
得
た
第

一
の
理
由
と
し
て
は
、
農
協
を
核
と
し
た
地
域
の

団
結
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
大
山

町
は
中
山
間
地
域
と
い
う
不
利
な
条
件
下
に
あ
る

農
村
で
あ
っ
た
た
め
、
町
の
発
展
に
貢
献
す
る
た

め
に
農
協
が
立
ち
上
が
り
、
農
協
の
活
動
に
行
政

も
全
面
的
に
協
力
し
、
村
を
挙
げ
て
活
動
を
行
っ

た
。
一
方
、
下
郷
農
協
は
、
旧
地
主
層
へ
の
対
抗

と
い
う
ひ
と
つ
の
目
的
に
同
調
し
た
人
の
集
ま
り

で
あ
り
、
組
合
全
体
の
団
結
力
は
非
常
に
強
い
も

の
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
事
例
で
は
い
ず
れ
も
、
不

利
な
条
件
の
下
で
結
束
力
が
増
強
し
、
自
発
的
な

活
動
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
統
率
力
の
あ
る
リ
ー

図 2　農作物の粗生産額（耶馬溪町）

（出所）『大分農林水産統計年報』各年版。
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ダ
ー
の
存
在
を
挙
げ
ら
れ
る
。
大
山
町
農
協
の
矢

幡
氏
は
三
三
年
間
、
下
郷
農
協
の
奥
氏
は
四
八
年

間
組
合
長
を
務
め
、
い
ず
れ
の
地
域
も
こ
の
リ
ー

ダ
ー
の
下
、
活
動
を
続
け
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

両
町
で
は
農
協
以
外
に
地
域
振
興
を
担
う
組
織
が

作
ら
れ
に
く
い
環
境
が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
両
組
合
長
は
、

引
退
す
る
時
点
で
す
で
に
七
○
歳
代
半
ば
に
な
っ

て
お
り
、
世
代
交
代
が
遅
れ
た
こ
と
も
問
題
点
と

し
て
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

行
政
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
点
で
は
、
二
つ
の

事
例
は
異
な
っ
て
い
る
。
大
山
町
で
は
、
農
協
の

活
動
に
行
政
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
が
、
耶

馬
溪
町
で
は
町
内
に
二
つ
の
農
協
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
、
下
郷
農
協
は
行
政
の
支
援
を
得
に
く
か

っ
た
。
こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
考
え
る
と
、
地
域

振
興
に
は
行
政
の
支
援
は
必
須
条
件
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
地
域
振
興
を
担
う
主

体
に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
住
民
の
結
束
力
と
統

率
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
を
挙
げ
ら
れ
る
。

今
回
は
地
域
振
興
の
中
核
を
担
う
主
体
と
し
て
農

協
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
上
記
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
必
ず
し
も

農
協
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
民
間
企
業
や
市
民
団

体
等
が
地
域
振
興
を
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

●
農
協
の
広
域
合
併
と
地
域
振
興

次
に
昨
今
の
農
協
の
広
域
合
併
が
農
村
に
与
え

る
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

前
述
の
二
つ
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
農
協
は
本
来

の
農
協
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民

の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
結
果
的
に
地
域
振
興

に
貢
献
し
て
い
た
。
そ
れ
は
農
協
が
地
域
と
密
接

な
関
係
を
保
っ
て
い
た
た
め
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
で
き
、
柔
軟
に
対
応
で
き
た
か
ら

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
農
協
の
経
営
の
健
全
化
の
た
め
に
広
域

合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
農
協

と
地
域
の
つ
な
が
り
が
以
前
よ
り
も
希
薄
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
、
広
域
合
併
に
反
対
し
た
農
協
も
あ
り
、

今
回
取
り
上
げ
た
下
郷
農
協
が
そ
れ
に
当
て
は
ま

る
だ
ろ
う
。
ま
た
大
分
県
内
で
も
、
依
然
と
し
て

一
二
農
協
が
単
体
農
協
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
単

体
農
協
と
し
て
の
役
割
に
対
す
る
地
域
住
民
の
期

待
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
同
じ
農
協
と
い
う
組
織
で
も
地
域
に

よ
っ
て
そ
の
役
割
は
様
々
で
あ
り
、
必
ず
し
も
す

べ
て
の
農
協
が
地
域
振
興
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
単
に
経
営
の
改
善

の
た
め
に
農
協
の
広
域
合
併
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
実
状
を
よ
く
見
た
上
で
、
地
域
に
よ

っ
て
は
単
体
農
協
で
の
活
動
を
認
め
る
こ
と
も
、

地
域
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
は
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

●
結
び

本
稿
で
は
、
大
山
町
農
協
と
下
郷
農
協
と
い
う

二
つ
の
単
体
農
協
の
事
例
を
、
地
域
振
興
と
農
協

合
併
と
い
う
二
つ
の
切
り
口
か
ら
考
察
し
た
。
今

後
も
全
国
的
に
農
協
合
併
が
進
ん
で
い
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、
農
協
の
合
併
が
地
域
振
興
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
農
協

の
活
動
方
針
、
組
合
員
や
住
民
の
意
志
を
き
ち
ん

と
確
認
し
た
う
え
で
合
併
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
経
営
の
合
理
化
の
た
め
に
安
易
に

合
併
を
行
う
の
で
は
な
く
、
地
域
の
主
体
性
を
失

わ
せ
ず
に
、
地
域
の
人
々
に
最
も
有
益
に
な
る
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（ 

は
ら
し
ま　

あ
ず
さ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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